
「素直に聞ける力」と「相手意識を持って伝えられる力」 

校長 見世 直樹 

 

体育祭では、たくさんの保護者、地域の方に来て頂き、一人ひとりにあたたかいご声援をありがとうご

ざいました。学校運営協議会（コミュニティ･スクール）の会長様からは、生徒達のやる気と、自分達で創

り上げている姿に感銘したとお聞きし、うれしく思いました。生徒会スローガンにあるように、自分達の

「色」を、それぞれが笑顔で出し切った結果だと思います。そして、先日は後期生徒会の役員選挙が行わ

れ、２年生の新しい執行部が決まりました。第二章「文化祭」へ向けていよいよ動き出します。 

 ２学期に入って、私は生徒の活躍から感じていることが二つあります。 

一つ目は「人のアドバイスが素直に聞ける人は伸びる」という事です。体育祭でも色々な場面でアドバ

イスを聞き合い、チームとしても伸びている姿を見ました。ぜひ、このことは普段の生活や学習、部活に

も活かして欲しいと思います。自分の考えに固執していたり、現在の状態でよいと思ったりしていたら、

なかなか自分の成長は望めません。 

また、人のアドバイスをいったん聞いてみようと思うには、自分の心のコップにふたがしてあったり、

水がいっぱいたまったりしていては聞けません。心に余裕を持ち、心を開いていかないといけないと思い

ます。 

そして、自分に注意してくれたり、アドバイスしてくれたりする人を大事にして欲しいと思います。 

二つ目は「相手意識を持って話す大切さ」です。この度の選挙演説で、紙など何も見ず、みんなの方を

しっかり見て、ゆっくりはっきりしゃべっている人がいました。「私の考えを聞いて欲しい」という思い

や、伝えたいことがしっかり心に入ってきました。 

多分その人はかなりの時間を使って、練習したのだと思います。そういう努力を普段からする人は、い

ざというときもポイントさえ決めていれば、メモなど見ないで話せるようになります。高校の入試面接で

も応用が利きます。そこまで行くには時間が必要ですが、顔を下げたまま、文章を読むのは聞いている方

もなかなか伝わってきませんし、話している方はスピードが上がっていきます。２学期は色々な所で発表

する場面が増えてきますので、準備をしっかりして、顔を上げ、「相手意識を持って」 

伝えられるように頑張って欲しいと思います。将来、その力は必ず活きて来ると思います。 
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体育祭 『 ダイナマイト ～燃えたぎる個性、ぶちまけろ笑顔～ 』 

９月９日の体育祭では、生徒たちの一生懸命な 
姿や演技等にたくさんの応援をいただきありがとう 
ございました。今年度は、生徒会種目（借り物競走） 
も追加され、スローガンのとおり生徒たちは個性と 
笑顔を振りまき、思い出に残る体育祭を創り上げる 
ことができました。当日のがんばりはもちろん大切 
ですが、本校が大切にしているのは、体育祭の取り 
組みをとおして感動と一体感を味わうことです。 
体育祭終了後に組別集会を行い、チーム一人 
ひとりの話を聞く中で、感動と一体感がさらに深ま 
りました。今回の体育祭で得られた力を日々の学校 
生活や文化祭につなげてほしいと思います。 
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『小中合同文化芸術教室』 

９月１５日（金）に、日南町総合文化センターさつきホールで、 

小学生、中学生合同で演劇鑑賞をしました。福永宅司さんが 

お一人で何役もこなすという一人芝居で、「もも子」という実話 

をもとにした劇でした。 

「命の大切さ」や「家族」、「共生」などをテーマにした内容で、 

たくさんのメッセージをいただきました。小中学生全員が一つ 

の舞台を見て、笑ったり、考えたり、共感したりすることはとても 

素晴らしいことだと思います。改めて、舞台は観客を含め、全員 

で創り上げていくものだと実感しました。終わりに生徒会長の 

足立くんが家族の大切さや、友だちの大切さを考えさせられる演劇でしたと感謝の気持ちを伝えてくれました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２日（月） 園小中合同避難訓練・引き渡し 

４日（水） 中間テスト（1２時バス下校） 

５日（木） 中間テスト 

６日（金） ３年学力診断テスト 

１１日（水） 西部地区駅伝（どらドラパーク） 

12日（木） 郡小教研（午後）12時バス下校 

２４日（火） 県駅伝 

２５日（水） 文化祭リハ  

２６日（木） 文化祭リハ  

２７日（金） 文化祭プレステージ 

２８日（土） 文化祭（さつきホール） 

３１日（月） 振替休業日 

新しい生徒会執行部が決まりました！ 
 

会長    渡邊実奈世 

副会長  瀧田浩史  清水里愛 

役員    入澤 健  坪倉杏奈  川村彩笑 

 

２８日認証式を行い、文化祭ステージ発表では交

代式を行います。伝統を引き継ぎながら、新しい日南

中学校を創っていく２年生に期待しています！ 

体育祭を終えた生徒の感想 

【１年】体育祭を通して、普段話したことのない先輩とも話したり、一緒に体育祭を作り上げたりしていくう 

えで、絆も深まったし、協力することの大切さを学びました。やっぱり勝つだけが体育祭ではないの 

で、感動していい体育祭だったなと思えるものを、敵味方関係なく作り上げていくことが、真の体育 

祭の楽しみなんじゃないかと気づかせてくれたのも３年生でした。今年の体育祭では、いろいろなこ 

とを学ばせてもらいました。 

 

【２年】今回の体育祭でめざしたものは、一人ひとりが様々な取り組みを通じて一体感を味わうことにあった 

ので、私はそれらを実感することができました。この体育祭を通じて、私が感じたこと、考えさせら 

れたこと、得たことは、一人ひとりが様々な取り組みを通じて一体感を味わうことができたことです。 

 

【３年】今回の体育祭で、責任感の重さもしれたし、その中で動き回る楽しさも知れた。１つの期間だけで 

もいろんな人と関わるのは疲れたけど、優しい人が多くて安心して行動できた。練習ですごく頑張 

っていたのを見ていたので報われてほしいなって思っていた。いろいろなところに関わっていたか 

ら、いろいろなことを聞いてくれて嬉しかったです。当日も楽しい気持ちで終われてよかったです。 

図書の贈呈式がありました！ 
 

日本教育公務員弘済会より、生徒の読書活動が

一層盛んになりますようにと図書の贈呈（17 冊）が

ありました。当日は、弘済会 

の遠田参事様が来校され、 

見世校長先生に目録を渡 

されました。 

ありがとうございました。 

 

 

１０月の主な行事 

 


